
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
北
見
市
は

空
き
店
舗
を
整
備
し
て
交
流
人
口
の
増

加
と
首
都
圏
か
ら
の
誘
引
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
的
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
北
見
」
を
整
備
し
、
子
育
て
中
な

ど
若
い
世
代
の
利
用
も
進
む
。　

　

更
別
村
、
上
士
幌
町
で
も
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
が
整

備
さ
れ
、
農
村
地
区
の
光
回
線
を
整
備

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
と
休
暇
を
組
み
合
わ

せ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
北
海
道
は
花
粉
症
を
避
け
ら
れ

る
避
粉
地
に
も
な
り
得
る
。
定
住
、
移

住
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
地
域
居
住
と
い

う
関
係
人
口
の
創
出
も
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
町
内
事
業
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
、
現
状
と
見
解
は
。

(2)
都
会
か
ら
本
町
へ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

受
け
皿
づ
く
り
は
。

(1)
町
の
事
業
所
雇
用
実
態
調

査
に
回
答
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
う

ち
、
従
業
員
10
人
以
上
の
事
業
者
と
町

内
３
金
融
機
関
の
合
計
82
事
業
者
に
対

し
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
９
事
業

者
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
、
う
ち
１
事

業
者
は
、
在
宅
勤
務
用
に
社
員
人
数
分

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

等
の
導
入
に
よ
る
ハ
ー
ド
環
境
の
整
備

と
ソ
フ
ト
環
境
の
整
備
、
各
支
社
・
支

店
と
の
社
内
連
携
用
に
テ
レ
ビ
会
議
の

機
器
導
入
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か

の
事
業
者
で
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
在
宅
勤
務
を
行
っ
て
お
り
、
携
帯

電
話
等
を
活
用
し
て
社
内
テ
レ
ビ
会
議

も
実
施
し
て
い
た
。

　

今
後
、
町
と
し
て
、
商
工
会
と
連
携

し
、
機
器
類
の
導
入
補
助
、
専
門
家
派

遣
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
テ
レ
ワ
ー

ク
支
援
事
業
等
の
周
知
に
努
め
た
い
。

(2)
こ
う
し
た
働
き
方
の
受
け
皿
と
な
る

た
め
、
高
速
通
信
網
が
不
可
欠
と
な
る
。

来
年
度
末
ま
で
に
農
村
地
域
を
含
め
た

町
内
全
域
に
お
い
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
未
整
備
地
区
解
消
を
図
る
べ
く
、
関

連
予
算
を
今
会
期
中
に
提
案
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
は
、
全
町
的
に
通
信
環

境
が
向
上
し
、
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い

働
き
方
が
可
能
と
な
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
な
ど

に
対
し
、
本
町
が
持
つ
豊
か
な
自
然
環

境
や
生
活
環
境
、
子
育
て
環
境
な
ど
の

魅
力
発
信
に
努
め
た
い
。

過
疎
法
が
来
年
３
月
末
に
失

効
す
る
。
合
併
し
た
旧
忠
類

村
が
一
部
過
疎
と
し
て
特
例
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
適

用
の
優
遇
が
あ
る
が
、
新
制
度
に
よ
り

特
例
除
外
の
恐
れ
が
あ
る
と
報
道
さ
れ

た
。
新
制
度
の
動
向
、
特
例
除
外
に
よ

る
影
響
と
見
解
は
。

総
務
省
の
諮
問
機
関
「
過
疎

問
題
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
今
後
の
過

疎
対
策
の
在
り
方
の
検
討
が
な
さ
れ
、

本
年
４
月
に
そ
の
提
言
が
ま
と
め
ら
れ

た
が
、
未
だ
新
た
な
制
度
の
内
容
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
市
町
村
が
策
定
す
る

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」

に
登
載
し
た
事
業
は
、
そ
の
財
源
と
し

て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
発
行
で
き
、

そ
の
元
利
償
還
金
の
７
割
が
後
年
次
の

普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算

入
さ
れ
る
。
本
町
で
は
、
合
併
後
の
平

成
18
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
に
、
当
該

計
画
に
基
づ
き
31
億
９
２
０
０
万
４
千

円
の
事
業
を
実
施
し
、
う
ち
23
億
４
０

７
０
万
円
の
過
疎
対
策
事
業
債
を
発
行

し
た
。
そ
の
７
割
の
約
16
億
円
が
普
通

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
制
度
に
よ
り
「
一
部
過
疎
地
域
」

の
特
例
が
な
く
な
る
と
、
行
財
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
町
と
し
て

も
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
を
通
じ
て
過
疎
地
域
の
持
続

可
能
な
社
会
の
維
持
に
向
け
、
支
援
の

継
続
を
要
望
し
た
い
。

自
主
財
源
確
保
の
さ
ら
な
る

努
力
を
。

最
大
の
行
革
で
あ
る
合
併
を
し
て

き
た
町
で
あ
り
、
今
も
行
政
改
革
を
進

め
る
た
め
の
事
務
事
業
の
評
価
に
着
手

し
て
い
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

❻
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テ
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ー
ク
導
入
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検
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す
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業
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な
ど
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力
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受
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く

り
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